
平成２２年第１回取手市議会定例会の議決等結果 

平成２２年３月２４日 

各案件の詳細は、件名のリンクをクリックすると御覧いただけます。 

 

（市長提出議案） 

整理番号 件名 提案理由又は予算の内容 議 決 結 果 

議案第 １号 取手市職員の勤務時間，休暇等に関す

る条例の一部を改正する条例について

人事院の勧告を踏まえ，本市においても６０時間を超える時間外

勤務を行った場合の時間外勤務代休時間の指定に関する規定を

設けるため，本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第 ２号 取手市特別職の職員で非常勤のものの

報酬及び費用弁償に関する条例及び取

手市職員等の旅費の特例に関する条例

の一部を改正する条例について

取手市財政構造改革アクションプランに基づき，特別職の職員で

非常勤の方々に対し支給していた内国旅行における日当につい

て期間を限って支給しないこととするとともに，市内に在住し，

在勤し，又は在学している非常勤特別職の方々については，あわ

せて旅費弁償を支給しないこととするため，本条例の一部を改正

するもの。 

原 案 可 決 

議案第 ３号 取手市職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例について

人事院の勧告を踏まえ，本市においても管理職手当の支給限度額

を改めるとともに，１か月間に６０時間を超える時間外勤務を行

った場合に支給する時間外勤務手当の加算割合を新たに設け，並

びに取手市財政構造改革アクションプランに基づき，自動車によ

り通勤している職員に対し支給する通勤手当における加算金を

廃止するため，本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第 ４号 取手市長，副市長，教育長及び職員の

給与の特例に関する条例の一部を改正

する条例について

市が実施している給与の特例措置の適用期間を平成２３年３月

３１日まで延長するとともに，人事院の勧告を踏まえ，再任用職

員に対し支給する期末手当及び勤勉手当の支給割合を改めるた

め，本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第 ５号 取手市職員の特殊勤務手当に関する条

例の一部を改正する条例について

取手市財政構造改革アクションプランに基づき，現在職員に対し

支給している特殊勤務手当の見直しを図るため，本条例の一部を

改正するもの。 

原 案 可 決 



整理番号 件名 提案理由又は予算の内容 議 決 結 果 

議案第 ６号 取手市都市公園条例の一部を改正する

条例について

取手市内の都市公園のうち，有料公園施設の使用料について，市

内に在住し，在勤し，又は在学している者及び我孫子市民以外の

利用にかかる使用料を引き上げ，負担の公平性の確保に資するた

め，本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第 ７号 取手市行政財産使用料徴収条例の一部

を改正する条例について

営利を目的とした行政財産の使用に対し加算金を徴収すること

ができるようにするとともに，建物への広告の掲出又は表示につ

いても使用料を徴収することができるよう新たに規定し，行政財

産の有効活用を促進するため，本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第 ８号 取手市医療福祉費支給に関する条例の

一部を改正する条例について

医療福祉費におけるひとり親の受給資格要件として後期高齢者

医療被保険者を加えるとともに，身体障害者福祉法施行令等の改

正により身体障害者手帳が交付される障害の範囲として肝臓の

機能の障害が加えられたことに伴い，所要の改正を行うため，本

条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第 ９号 取手市立老人福祉センター及び障害者

福祉センターの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について

取手市立老人福祉センターの利用について，回数券を導入するこ

とにより利用者の利便性の向上を図るため，本条例の一部を改正

するもの。 

原 案 可 決 

議案第１０号 取手市立かたらいの郷の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例に

ついて

取手市立かたらいの郷の入浴施設等（２階部分）の利用について，

回数券を導入することにより利用者の利便性の向上を図るため，

本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第１１号 取手市地区計画の区域内における建築

物の制限に関する条例の一部を改正す

る条例について

下高井地区地区整備計画区域が定められたことに伴い，当該地区

整備計画の区域内における建築物の用途，構造及び敷地に関する

制限を定めることにより，当該区域の適正な都市機能と健全な都

市環境の確保を図るため，本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第１２号 取手市浜田・上萱場集落地区計画の区

域における建築物の制限に関する条例

の一部を改正する条例について

取手市浜田・上萱場集落地区計画の区域において，当該地区計画

の変更に伴い，コミュニティコア地区における住宅の建築に係る

制限に関し規定し，適正な土地利用の推進を図るとともに，建築

物の敷地が地区計画の区域の内外にわたる場合の措置を規定す

る等，所要の改正を行うため，本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 



整理番号 件名 提案理由又は予算の内容 議 決 結 果 

議案第１３号 取手市緑の保全と緑化の推進に関する

条例の一部を改正する条例について

都市緑地法の改正により緑化協定制度が緑地協定制度となった

ことに伴い，協定の名称を改めるとともに，当該協定を締結する

際の手続等の事項について同法の規定に則して行うこととする

ため，本条例の一部を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第１４号 取手市火災予防条例の一部を改正する

条例について

総務省消防庁における検討を踏まえ，カラオケボックス，インタ

ーネットカフェ，個室ビデオ店等の個室型店舗における避難管理

として，各個室の外開き戸について構造を規制するとともに，総

務省令の一部改正に伴い引用条項を整備するため，本条例の一部

を改正するもの。 

原 案 可 決 

議案第１５号 字の区域の変更について 土地改良事業（山王西部地区集落地域整備統合補助事業）が施行

されたことに伴い，取手市岡，和田及び山王の字の区域の一部を

変更する必要が生じたため，議会の議決を求めるもの。 

原 案 可 決 

議案第１６号 市道路線の認定について 開発行為により整備された道路の受入れ（1-4685 号線，2-6323 

号線及び2-6324 号線）及び道路改良による整備（1-2795 号線，

1-2796 号線及び1-5263 号線）に伴い，当該路線を市道として認

定するため，議会の議決を求めるもの。 

原 案 可 決 

議案第１７号 市道路線の変更について ＪＲ常磐線により行き止まりとなっている市道の終点を変更す

るため，議会の議決を求めるもの。 

原 案 可 決 

議案第１８号 平成２１年度取手市一般会計補正予算

（第８号）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９億４８８万

４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６６

億２５５７万７千円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第１９号 平成２１年度取手市取手駅西口都市整

備事業特別会計補正予算（第２号）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５００万６千円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億９９７２

万円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第２０号 平成２１年度取手市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第４号）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６１６２万２千

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１５億１

２９３万８千円とするもの。 

原 案 可 決 



整理番号 件名 提案理由又は予算の内容 議 決 結 果 

議案第２１号 平成２１年度取手市老人保健特別会計

補正予算（第２号）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６９万７千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０７５万６

千円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第２２号 平成２１年度取手市後期高齢者医療特

別会計補正予算（第４号）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２８６１万４千

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億５５

９０万３千円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第２３号 平成２１年度取手市介護保険特別会計

補正予算（第４号）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３８２７万２千

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４８億５０

９９万６千円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第２４号 平成２１年度取手市競輪事業特別会計

補正予算（第１号）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億６９１７万

７千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億

８３７７万４千円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第２５号 平成２２年度取手市一般会計予算 平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額３３７億７０００万

円とするもの。 

記名投票採決

の結果、別表

1-1のとおり 

原案可決 

議案第２６号 平成２２年度取手市取手駅西口都市整

備事業特別会計予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額４億８６１７万２千

円とするもの。 

記名投票採決

の結果、別表2

のとおり 

原案可決 

議案第２７号 平成２２年度取手市用地先行取得事業

特別会計予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額１億８５０７万８千

円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第２８号 平成２２年度取手市国民健康保険事業

特別会計予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額１１１億４６７万３

千円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第２９号 平成２２年度取手市老人保健特別会計

予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額１２２１万８千円と

するもの。 

原 案 可 決 

議案第３０号 平成２２年度取手市後期高齢者医療特

別会計予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額１４億７２５９万３

千円とするもの。 

原 案 可 決 



整理番号 件名 提案理由又は予算の内容 議 決 結 果 

議案第３１号 平成２２年度取手市介護保険特別会計

予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額４８億８５０４万４

千円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第３２号 平成２２年度取手市介護サービス特別

会計予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額１２２２万７千円と

するもの。 

原 案 可 決 

議案第３３号 平成２２年度取手市競輪事業特別会計

予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額１６億５７７４万６

千円とするもの。 

原 案 可 決 

議案第３４号 平成２２年度取手地方公平委員会特別

会計予算

平成２２年度予算として、歳入歳出予算総額８３万５千円とする

もの。 

原 案 可 決 

議案第３５号 平成２１年度取手市一般会計補正予算

（第９号）

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３８６万６千

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６６億４

９４４万３千円とするもの。 

原 案 可 決 

諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて

人権擁護委員として成松文子氏を法務大臣に推薦することにつ

いて議会の意見を求めるもの。 

成松文子氏は

適任と答申 

同意案第１号 取手市教育委員会委員の選任に関する

同意について

教育委員会委員として忍田暢男氏を選任することについて議会

の同意を求めるもの。 

忍田暢男氏の

選任に同意 

 

 

（議員提出議案） 

整理番号 件名 提出者 提案理由又は内容 議 決 結 果 

議 員 提 出

議 案 第 １ 号

取手市議会の議員の期末手当の特例

に関する条例の一部を改正する条例

について

入江議員ほか４人 平成２２年度の議長、副議長、及び議員の期末手

当について、昨年度に引き続き職責に応じた割合

の減額措置を講じるもの。 

原 案 可 決 

議 員 提 出

議 案 第 ２ 号

取手市ぬくもり医療支援事業に関す

る条例の一部を改正する条例につい

て

加増議員ほか２人 子育て世代の医療費軽減のため削減前に戻すも

の。 

否 決 

議 員 提 出

議 案 第 ３ 号

取手市医療福祉費支給に関する条例

の一部を改正する条例について

加増議員ほか２人 窓口負担をなくし、医療費の負担軽減のため削減

前に戻すもの。 

否 決 



整理番号 件名 提出者 提案理由又は内容 議 決 結 果 

意 見 書 案

第 １ 号

国として直接地方の声を聞く仕組み

を保障することを求める意見書につ

いて

貫井議員ほか３人 政府が行政府として直接、地方の声に耳を傾け、

しっかりと受け止める仕組みを保障するよう、国

に要望するもの。 

原 案 可 決 

意 見 書 案

第 ２ 号

核兵器の廃絶を求める意見書につい

て

細谷議員 以下の実現を国に求めるもの。 

１．2010 年ＮＰＴ再検討会議で、2000 年合意を

再確認し、核兵器廃絶の道筋を合意すること。

２．2020年までに世界中のあらゆる核兵器の廃絶

を実現すること。 

原 案 可 決 

意 見 書 案

第 ３ 号

普天間基地の無条件撤去・返還を求

める意見書について

加増議員ほか４人 普天間基地の即時閉鎖・無条件返還をアメリカに

求めることを国に要望するもの。 

否 決 

意 見 書 案

第 ４ 号

県水道料金値下げを求める意見書に

ついて

野口議員ほか３人 以下の実現を茨城県に求めるもの。 

一、茨城県水道料金を値下げすること。 

二、茨城県と県南水道の需給契約水量を実態に合

わせ見直すこと。 

原 案 可 決 

意 見 書 案

第 ５ 号

政治資金規正法の制裁強化を求める

意見書について

齋藤久代議員ほか

３人 

秘書などの会計責任者が違法行為を犯した場合

に、監督責任のある国会議員の公民権（選挙権や

被選挙権）を停止する政治資金規正法改正案の今

国会での成立を国に要望するもの。 

原 案 可 決 

意 見 書 案

第 ６ 号

児童虐待を防止するための親権制限

を求める意見書について

阿部議員ほか３人 親による子の虐待を防止するため、新たな法整備

を行なうに当たっては、父母の「親権の一時停止」

や「監護権の停止」を認める制度とするなど、よ

り弾力的に親権制限を行使できるものとするよ

う国に要望するもの。 

原 案 可 決 

意 見 書 案

第 ７ 号

子ども手当の全額国庫負担を求める

意見書について

染谷議員ほか３人 子ども手当の本格的な制度設計においては、政府

が当初明言していたとおり、全額国庫負担とし、

新しい制度としてスタートすることを国に求め

るもの。 

原 案 可 決 



整理番号 件名 提出者 提案理由又は内容 議 決 結 果 

意 見 書 案

第 ８ 号

永住外国人への地方参政権付与の法

制化に反対する意見書について

小嶋議員ほか１人 永住外国人に対する地方参政権付与に関する法

律を制定することのないよう、国に要望するも

の。 

否 決 

意 見 書 案

第 ９ 号

在職期間が１カ月に満たない月の国

会議員の歳費支給は日割りとする法

改正を求める意見書

結城議員ほか４人 在職期間が１カ月に満たない月の国会議員の歳

費支給については日割り支給とすることとなる

ように国会議員の歳費、旅費及び手当等に関する

法律を改正することを国会に求めるもの。 

原 案 可 決 

意 見 書 案

第 １ ０ 号

産廃不法投棄現場周辺住民の不安解

消を求める意見書について

佐藤隆治議員ほか

７人 

以下の事項を茨城県に求めるもの。 

１．産業廃棄物不法投棄事件が発覚した取手市小

文間台道南耕地近くの井戸水を定期的に採取し

て、一般水質検査 12 項目以外にも健康に影響の

ある物質とされる、カドミウム・水銀・セレン・

鉛・ヒ素・六価クロム・シアン・フッ素・ホウ素・

四塩化炭素・1,4‐ジオキサン・1,1‐ジクロロエ

チレン・シス‐1,2‐ジクロロエチレン・ジクロ

ロメタン・テトラクロロエチレン・トリクロロエ

チレン・ベンゼン・トリハロメタン類も検査する

こと。 

２．上記物質のうち一つでも基準値を超えた場合

には直ちに近隣住民に告知し、井戸水の使用に注

意を呼びかけると共に、その物質に対する対処法

を知らせること。 

原 案 可 決 

意 見 書 案

第 １ １ 号

産廃不法投棄現場周辺への県南水道

早期敷設を求める意見書について

佐藤隆治議員ほか

７人 

茨城県南水道企業団に対して、産業廃棄物不法投

棄事件が発覚した取手市小文間台道南耕地周辺

に水道の早期敷設を要望するもの。 

原 案 可 決 



整理番号 件名 提出者 提案理由又は内容 議 決 結 果 

意 見 書 案

第 １ ２ 号

ＵＲ賃貸住宅（旧公団住宅）居住者

の居住の安定を求める意見書につい

て

佐藤隆治議員ほか

５人 

以下の事項を国と都市再生機構に求めるもの。 

１．全独立行政法人の見直しにおける都市再生機

構の見直しに当たっては、ＵＲ賃貸住宅につい

て、公的賃貸住宅として存続させるよう万全を

期してください。 

２．都市再生機構の見直しに当たっては、ＵＲ賃

貸住宅が「住宅セーフティネット」として位置

づけられていること、また公営住宅入居階層が

大半を占めるようになっている実態を踏まえ、

公営住宅に準じた家賃制度の導入をはじめ、高

齢者や子育て世帯等が安心して住み続けられる

制度に改めるための検討をしてください。 

３．「独立行政法人整理合理化計画」にもとづく

ＵＲ賃貸住宅の再編（売却・削減、民営化等）

方針を見直して、公共住宅を守る見地からの住

宅政策を推進してください。 

４．定期借家契約について、ＵＲ賃貸住宅の空き

家募集すべてを対象とする前政権の導入方針

は、安心して住み続けたいとの入居者の願いに

合致しないものであり、また集合住宅における

コミュニティ形成にも困難をもたらすので、取

りやめるようにしてください。 

原 案 可 決 

意 見 書 案

第 １ ３ 号

「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のＮ

ＰＴ再検討会議での採択に向けた取

り組みを求める意見書について

小泉議員ほか７人 ２０１０年のＮＰＴ再検討会議において「ヒロシ

マ・ナガサキ議定書」を議題として提案し、その

採択に向けて核保有国を初めとする各国政府に

働きかけるよう国に要請するもの。 

原 案 可 決 

 



 

（請願・陳情） 

整 理 番 号 件    名 提出者 請願・陳情事項 議 決 結 果 

請願第３５号 取手市地震ハザードマップの見直しに

関する請願

福田 博好氏 「取手市耐震改修促進計画」（取手市地震ハザー

ドマップ）の全体的な見直し、改定を行うと同

時に液状化予測図の追加作成を求めるもの。 

採 択 

請願第３７号 取手駅東口改札構内の早期「バリァフ

リー化」を求める請願書

大津 清氏 

ほか１人 

ＪＲ東日本常磐線取手駅東口改札構内に、エレ

ベーター、エスカレーターの設置による早期「バ

リァフリー化」実現のために、取手市はＪＲ東

日本側と協議を始めることを求めるもの。 

採 択 

請願第３８号 取手駅東口改札からホームに上がる階

段にエスカレーターを設置することに

関する請願

鈴木 直子氏 取手駅東口改札から構内に入り、ホームに上が

る階段３カ所にエスカレーターを設置すること

を関係者に要望すること。 

採 択 

請願第３９号 産廃不法投棄現場周辺への県南水道早

期敷設に関する請願

大野 俊弘氏 １．現場近くの井戸水を定期的に採取して、一

般水質検査 12 項目以外にも健康に影響のある

物質とされる、カドミウム・水銀・セレン・鉛・

ヒ素・六価クロム・シアン・フッ素・ホウ素・

四塩化炭素・1,4‐ジオキサン・1,1‐ジクロロ

エチレン・シス‐1,2‐ジクロロエチレン・ジク

ロロメタン・テトラクロロエチレン・トリクロ

ロエチレン・ベンゼン・トリハロメタン類も検

査することを関係機関に要望してほしい。 

２．上記物質のうち一つでも基準値を超えた場

合には直ちに近隣住民に告知し、井戸水の使用

に注意を呼びかけると共に、その物質に対する

対処法を知らせてほしい。 

３．県南水道企業団に対して現場周辺に水道を

早期に敷設するよう要望してほしい。 

採 択 

陳情第２３号 永住外国人への地方参政権付与に反対

する決議の採択を求める陳情

佐藤 恵子氏 外国人地方参政権付与に反対する決議の採択を

求めるもの。 

不 採 択 



整 理 番 号 件    名 提出者 請願・陳情事項 議 決 結 果 

陳情第２４号 「選択的夫婦別姓を認める民法の一部

改正」に反対を求める意見書提出に関

する陳情書

大橋 幸雄氏ほ

か１人 

婚姻制度や家族の在り方に極めて重大な影響を

及ぼす「選択的夫婦別姓を認める民法の一部改

正」に反対を求める意見書の提出を求めるもの。

不 採 択 

陳情第２５号 ＵＲ賃貸住宅（旧公団住宅）居住者の

居住の安定を求める意見書採択を求め

る陳情書

戸頭団地自治会

会長 

篠田 信吾氏ほ

か１人 

１．「始めに廃止ありき」の独立行政法人見直し

ではなく、都市再生機構の見直しにあたっては

居住者の実態とＵＲ賃貸住宅の存在と役割を明

確にして、居住者の居住の安定策を推進してい

ただきたいこと。 

２．ＵＲ賃貸住宅（団地）の再編（売却・削減、

民営化等）方針を見直して、公共住宅を守る見

地からの政策を推進していただきたいこと。 

３．公営住宅入居対象層が大半を占めるように

なっているＵＲ賃貸住宅について「住宅セーフ

ティネット」として高齢者や子育て世帯等が住

みつづけられる家賃制度に改める検討を進めて

いただきたいこと。 

４．ＵＲ賃貸住宅（公団住宅）にそぐわず、コ

ミュニティを破壊する定期借家契約導入を中止

していただきたいこと。 

以上のことを求めるもの。 

採 択 

 



 

（その他） 

整 理 番 号 件    名 提出者 提案理由又は内容等 議 決 等 結 果 

選挙第 ２号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会

議員の補欠選挙 

－ 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員に

１人の欠員が生じたため、補欠選挙するも

のです。 

結城 繁議員が

当選 

選挙第 ３号 利根川水系県南水防事務組合議会議

員の選挙 

－ 利根川水系県南水防事務組合議会の議員の

任期が満了するため、新たに組合議員８人

を選挙するものです。 

入江洋一議員 

澤部利勝議員 

染谷和博議員 

遠山智恵子議員 

結城 繁議員 

阪田 繁氏 

沼尻 守氏 

野口 晃氏 

以上８人が当選 

－ 予算審査特別委員会設置の件 － 平成２２年度取手市一般会計予算を審査す

るための特別委員会を設置するもの。 

別表３のとおり

設置 

－ 利根川水系県南水防事務組合議会議

員選挙被推薦人の氏名の文字訂正の

件 

倉持議員 利根川水系県南水防事務組合議会議員選挙

被推薦人の氏名の文字を訂正するもの。 

申し出のとおり

決定 

－ 吉田 宏君の発言取消し申し出の件 吉田議員 ３月３日の会議における発言の取消しを求

めるもの。 

申し出のとおり

許可 

－ 朝比奈通子君の発言取消し申し出の

件 

朝比奈議員 ３月２４日の会議における発言の取消しを

求めるもの。 

申し出のとおり

許可 

－ 小泉眞理子君の発言取消し申し出の

件 

小泉議員 ３月２４日の会議における発言の取消しを

求めるもの。 

申し出のとおり

許可 



整 理 番 号 件    名 提出者 提案理由又は内容等 議 決 等 結 果 

－ 議案第２５号 平成２２年度取手市

一般会計予算に対する修正動議

高木議員ほか３人 取手市が行うことに道理がない公園整備、

基幹改修によって延命可能な既存施設を、

安全性・経済性の疑問が解消されないまま

推進するごみ焼却施設建て替えへの負担金

支出をやめること。子どもの医療費無料化

の拡充を図ること。議会で採択された「削

減された高齢者・障害者医療制度の復活」

の中からせめて、はり・きゅう・マッサー

ジ助成制度を復活する。 

記名投票採決の

結果、別表1-2の

とおり否決 

－ 意見書案第７号 子ども手当の全額

国庫負担を求める意見書についてに

対する修正動議

高木議員ほか２人 2010年度スタートする予定の「子ども手当」

の政府方針は、2011 年度以降は、年少扶養

控除の廃止など、増税との抱き合わせが前

提となっており、意見書本案は、そのこと

に触れていない事から、増税をともなわな

い「子ども手当」とするため意見書の一部

を修正するもの。 

否 決 

－ 閉会中の継続審査の申し出について 総務文教常任委員

長、建設経済常任

委員長 

請願第１１号及び請願第３６号を継続審査

とすることを申し出るもの。 

申し出のとおり

決定 

 



 

（継続審査となった案件） 

整 理 番 号 件    名 提出者 
提案理由、趣旨 

又は請願・陳情事項 
付 託 委 員 会 

請願第１１号 山王小学校の存続に関する請願 山﨑芳彦氏ほか

2,702人 

山王小学校を統廃合せず単独校として存続させ

ること。 

総 務 文 教 

請願第３６号 生ごみの堆肥化及び廃棄物の処理方

法・費用に関する請願

山本 英雄氏 １．環境省が平成19年に出している「一般廃棄

物会計基準」に沿って市民に日頃処理方法およ

びその費用などを知らせること。 

２．ゴミ処理法についても温室効果ガスの生成

量を市民に知らせること。 

 温室効果ガスを減らす具体的な活動は既に英

国やスエーデンで始まっており、各製品にカー

ボンフットプリントラベル｛商品のライフサイ

クル全般（資源採掘から廃棄まで）で排出され

た温室効果ガスを炭酸ガスの量で示す｝をつけ

消費者に炭酸ガス生成量の少ないものを選択さ

せるようにしている。 

３．平成12年度をピークとして一般廃棄物の発

生量は低下してきている。もし増加することが

あれば、取手市の調査によれば可燃ごみに占め

る剪定枝葉の割合は13％とのことであり、剪定

枝葉の堆肥化を考えること。 

以上のことを求めるもの。 

建 設 経 済 

 



別表 １－１ 

 

議案第２５号 平成２２年度取手市一般会計予算の記名投票表決結果 

 

賛成１６票・反対１０票の賛成多数により原案可決 

賛成票を投じた議員（１６人） 反対票を投じた議員（１０人） 

１番 金澤 克仁 

２番 山野井 隆 

３番 小嶋 吉浩 

４番 染谷 和博 

５番 吉田  宏 

６番 入江 洋一 

７番 佐藤 隆治 

８番 中村  修 

９番 阿部 洋子 

11番 齋藤 久代 

12番 細谷 典男 

16番 平  由子 

19番 赤羽 直一 

22番 澤部 利勝 

25番 貫井  徹 

28番 倉持 光男 

10番 結城  繁 

13番 野口利枝子 

14番 朝比奈通子 

17番 小泉眞理子 

18番 佐藤  清 

20番 遠山智恵子 

21番 加増 充子 

23番 林   京 

26番 髙木  晶 

27番 斉藤 勝久 

※岡部議長は表決権がないため、表決に参加していません。 



別表 １－２ 

 

議案第２５号 平成２２年度取手市一般会計予算に対する修正動議の記名投票表決結果 

 

賛成８票・反対１８票の賛成少数により否決 

賛成票を投じた議員（８人） 反対票を投じた議員（１８人） 

10番 結城  繁 

13番 野口利枝子 

14番 朝比奈通子 

17番 小泉眞理子 

20番 遠山智恵子 

21番 加増 充子 

23番 林   京 

26番 髙木  晶 

１番 金澤 克仁 

２番 山野井 隆 

３番 小嶋 吉浩 

４番 染谷 和博 

５番 吉田  宏 

６番 入江 洋一 

７番 佐藤 隆治 

８番 中村  修 

９番 阿部 洋子 

11番 齋藤 久代 

12番 細谷 典男 

16番 平  由子 

18番 佐藤  清 

19番 赤羽 直一 

22番 澤部 利勝 

25番 貫井  徹 

27番 斉藤 勝久 

28番 倉持 光男 

※岡部議長は表決権がないため、表決に参加していません。 

 



別表 ２ 

 

議案第２６号 平成２２年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計予算の記名投票表決結果 

 

賛成１４票・反対１２票の賛成多数により原案可決 

賛成票を投じた議員（１４人） 反対票を投じた議員（１２人） 

１番 金澤 克仁 

２番 山野井 隆 

３番 小嶋 吉浩 

４番 染谷 和博 

５番 吉田  宏 

６番 入江 洋一 

７番 佐藤 隆治 

９番 阿部 洋子 

11番 齋藤 久代 

12番 細谷 典男 

16番 平  由子 

19番 赤羽 直一 

25番 貫井  徹 

28番 倉持 光男 

８番 中村  修 

10番 結城  繁 

13番 野口利枝子 

14番 朝比奈通子 

17番 小泉眞理子 

18番 佐藤  清 

20番 遠山智恵子 

21番 加増 充子 

22番 澤部 利勝 

23番 林   京 

26番 髙木  晶 

27番 斉藤 勝久 

※岡部議長は表決権がないため、表決に参加していません。 

 



別表 ３ 

予算審査特別委員会 

（12人） 

◎ 阿部 洋子 

○ 朝比奈通子 

  小嶋 吉浩 

  吉田  宏 

  佐藤 隆治 

  齋藤 久代 

  野口利枝子 

  小泉眞理子 

  佐藤  清 

  加増 充子 

  斉藤 勝久 

  倉持 光男 

◎は委員長、○は副委員長を表します。 

 

※予算審査特別委員会は、定例会閉会と同時に解散しました。 

 


